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年
金
額
の
改
定
は
、
物
価
変

動
率
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
が
と
も
に
プ
ラ
ス
で
、
物
価

変
動
率
が
名
目
手
取
り
賃
金
変

動
率
を
上
回
る
場
合
に
は
、
年

金
を
受
給
し
始
め
る
際
の
年
金

額
（
新
規
裁
定
年
金
）、
受
給

中
の
年
金
額
（
既
裁
定
年
金
）

と
も
に
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
を
用
い
る
こ
と
が
法
律
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
の
年
金
額
の
改
定
は
、

年
金
額
改
定
に
用
い
る
物
価
変

動
率
（
0.5
％
）
が
名
目
手
取
り

賃
金
変
動
率
（
0.3
％
）
よ
り
も

高
い
た
め
、
新
規
裁
定
年
金
・

既
裁
定
年
金
と
も
に
名
目
手
取

り
賃
金
変
動
率
（
0.3
％
）
を
用

い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
2
年
度

は
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率

（
0.3
％
）
に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
令
和
2
年
度
の
ス

ラ
イ
ド
調
整
率
（
▲
0.1
％
）
が

乗
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
改

定
率
は
0.2
％
と
な
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
（
令
和
2
年
）
の
年
金
額
改
定
が
、

１
月
24
日
、厚
生
労
働
省
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。（
以

下
厚
労
省
発
表
資
料
か
ら
）

総
務
省
か
ら
は
、
同
日
、「
2
0
1
9
年
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
」（
生
鮮
食
品
を
含
む
総
合
指
数
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
2
0
2
0
年
度
の
年
金
額
は
、
法

律
の
規
定
に
よ
り
。
2
0
1
9
度
額
か
ら
0.2
％
プ
ラ
ス

で
改
定
さ
れ
ま
す
。

【2020年度の新規裁定者（67歳以下）の年金額の例】

2019年度
（令和元年度）
（月額）

2020年度
（令和２年度）
（月額）

国民年金
（老齢基礎年金
（満額）：１人分）

65,008円 65,141円
（＋133円）

厚生年金
（夫婦２人分の
老齢基礎年金を含む
標準的な年金額）

220,266円 220,724円
（＋458円）

※�平均的な収入｛（平均標準報酬（賞与を含め月額換算）43.9
万円｝で40年間就業した場合に受け取り始める年金（老齢厚
生年金と２人分の｛老齢基礎年金（満額）｝の給付水準です
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迷
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年金額の改定ルール

日
退
教
は
、
2
0
1
4
年
か
ら
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

第
2
回
以
降
は
、
朝
鮮
侵
略
学
習
や
旧
満
州
に
お
け
る

7
3
1
部
隊
・
平
頂
山
虐
殺
記
念
館
・
撫
順
監
獄
学
習
、

そ
し
て
日
露
戦
争
の
旅
順
・
二
〇
三
高
地
等
、
第
5
回
は

中
国
全
面
侵
略
の
盧
溝
橋
・
南
京
虐
殺
記
念
館
・
慰
安
所

旧
跡
陳
列
館
へ
、
2
0
1
9
年
は
三
・
一
独
立
運
動

1
0
0
周
年
記
念
の
旅
で
、
日
本
軍
に
よ
る
強
制
的
に
性

奴
隷
に
さ
れ
た
女
性
が
暮
ら
す
ナ
ヌ
ム
の
家
に
行
っ
て
証

言
を
聞
き
、
水
曜
集
会
に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
日
本
帝
国
主
義
は
、
南
京
占
領
後
、
中
国
政
府

の
内
陸
（
武
漢
、
重
慶
）
へ
の
移
転
を
追
い
か
け
ま
す
が
、

兵
站
が
間
に
合
わ
ず
、
つ
い
に
重
慶
を
空
爆
し
ま
す
。
当

初
、
武
器
庫
や
軍
の
施
設
の
空
爆
予
定
が
、
霧
も
多
い
た

め
無
差
別
空
爆
を
行
う
と
い
う
暴
挙
に
出
ま
し
た
。
重
慶

で
も
、
空
爆
に
よ
る
被
害
者
・
遺
族
が
裁
判
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。

2
0
1
9
年
11
月
の
「
悠
悠
ラ
イ
フ
」
71
号
で
は
、「
重

慶
・
武
漢
へ
の
旅
」
で
募
集
し
ま
し
た
が
、
韓
国
の
旅
終

了
後
、
再
度
検
討
し
、
成
都
・
重
慶
に
変
更
し
て
実
施
し

ま
す
。
今
回
で
最
後
（
実
質
10
回
目
）
に
し
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
、
多
く
の
人
が
参
加
し
て
下
さ
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

募
集
定
員
：
45
名

費　
　

用
：
お
よ
そ
23
～
24
万
円

資
料
請
求
：
返
信
用
封
筒
（
A
4
三
つ
折
り

の
入
る
封
筒
に
84
円
切
手
添
付
）
を
入

れ
て
、
左
記
に
資
料
を
請
求
し
て
下
さ

い
。
正
式
な
申
込
用
紙
、
詳
し
い
日
程
、

見
学
場
所
の
概
要
を
送
り
ま
す
。

締
め
切
り
：
2
0
2
0
年
5
月
末

資
料
請
求
先
：

〒
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0
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−

0
0
0
3
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一
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−

6

−

2　

日
本
教
育
会
館
5
F

日
退
教　

松
淵
昂　

宛

※�

な
お
、
武
漢
を
中
心
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
し
、
中
国
へ
の
航
空
機
も
欠

航
が
続
い
て
い
ま
す
。
再
開
し
て
も
、
便

数
が
通
常
よ
り
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

�

す
で
に
、
募
集
定
員
の
半
数
以
上
の
申
込

が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
く
申
し
込
ん
だ
人

に
も
、
6
月
に
は
、
費
用
も
含
め
て
具
体

的
に
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

◆編集後記◆
　国際的には、トランプのイラ
ン核合意の一方的な破棄から来
る中東での緊張、国際協調シン
ボルであったEUからの英の離
脱、東アジアでは、「一国二制度」
を巡る台湾・香港での緊張、韓
国との先の見えない対立。不寛
容で、自国ファースト主義的な
世界が蔓延している。
　国内では、安倍の影組織であ
る内閣府がエリート官僚（600
名）の人事権を掌握し、暗躍。
内閣官房の思いつき＝スローガ
ン政治の押し付けに対し、省庁
官僚は忖度し、思考停止し、そ
の結果、ボトムアップではあり
えない杜撰な立法がこの間横行。
つまり、思いつきの大学入試、
IR、外国人技能実習生、変形
労働時間制導入問題がそれであ
る。モリカケから続く、政治の
腐敗、私物化に対し、矜持を持っ
た一部官僚が、安倍の太鼓持ち
官僚をリークし、特捜部が膿を
切除せんと動きが始まってきた。
　だが、ウィルス騒動の中、検
察最高幹部の人事に脱法的手法
で介入し、この不正摘発の動き
を封じ込めようというアベノ
ウィルス攻撃を仕掛けている。
正に、「李下に冠を正す」政治
が跋扈しようとしている。そん
な中、世間では「嘘つきは安倍
の始まり」「答弁する安倍の前
にはウソ発見器が必要」である
と、巷間で噂に。また、政界再
編仕掛人の小沢一郎は「経済格
差もひどいが、正直さやまじめ
さが、喪失している。万死に値
する」と。我々も、この出鱈目
な、嘘八百の政治を倒す為に、
更に行動していきましょう。（N）
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2020年度、年金額は0.2％プラス
「マクロ経済スライド▲0.1％　 ２年連続発動」 抗

日
戦
争
勝
利
記
念
碑

月　日 空港・都市・宿泊地 主な見学場所（変更の可能性あり）
2020年
10月20日

成田、関空から成都へ
成都（泊）

10月21日 終日成都、
成都（泊）

杜甫草堂、武候祠博物館、錦里古街散策
パンダ繁育基地、変面劇

10月22日 高速鉄道（成都➡重慶）
重慶（泊）

毛沢東・蒋介石会談場所、八路軍住居跡、
宋慶齢陳列館、革命記念館

10月23日 終日重慶
重慶（泊）

重慶空爆惨案旧跡、抗日戦争勝利記念解放碑、
日本語学習大学生との交流

10月24日 重慶から成田、関空へ

日本軍 重慶空爆80年記念
最後の特別企画

―成都・重慶への旅―

日退教通信_389号_再.indd   4-1 20/03/05   13:14



（3） （2）

わ
た
し
は
3
年
続
け
て
の
参
加
で

あ
る
。
一
日
目
は
、
元
福
島
県
立
高

校
教
員
に
よ
り
講
演
、
夜
は
交
流
懇

談
会
。
二
日
目
は
、バ
ス
で
移
動（
川

俣
町
～
飯
館
村
～
南
相
馬
市
～
浪
江

町
）、
見
学
や
線
量
測
定
を
通
し
て

「
福
島
の
現
実
を
学
ぶ
」
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

被
災
し
て
8
年
目

被
災
地
に
は
、そ
れ
は
見
事
な「
箱

モ
ノ
」
が
さ
ら
に
増
え
続
け
て
い
た
。

し
か
し
、「
施
設
の
利
用
者
は
少
な

い
」「
働
く
人
も
少
な
い
」
と
聞
く
。

国
の
復
興
財
源
で
作
ら
れ
て
は
い
る

が
、“
維
持
可
能
だ
ろ
う
か
”
と
だ

れ
も
が
思
う
。

莫
大
な
予
算
で
新
た
な
学
校
と
し
て
開

校
し
た
「
な
み
え
創
成
小
・
中
学
校
」、

生
徒
数
は
十
六
名
だ
っ
た
（
小
学
生
十
四

名
、
中
学
生
二
名
）
被
災
地
に
は
小
さ
な

子
ど
も
が
少
な
い
、
犬
や
猫
も
見
な
い
。

参
加
者
か
ら
も
「
人
が
生
活
し
て
い
る
に

お
い
が
な
い
」「
無
機
質
な
風
が
流
れ
て

い
る
」
と
感
想
が
あ
っ
た
が
、
私
も
同
感
。

〈
空
き
家
〉も
多
い
が〈
新
築
の
家
屋
〉〈
コ

ン
ビ
ニ
は
増
え
て
い
る
。
帰
っ
て
き
た
い

が
帰
れ
な
い
人
、
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
人

…
住
民
も
分
断
さ
れ
て
い
る
。
各
々
に
複

雑
な
思
い
で
「
暮
ら
し
」
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。「
箱
モ

ノ
復
興
」
で
は
な
く
「
生
活
復
興
」
を
ど

う
す
る
か
な
の
に
…
。

県
道
一
一
四
号
（
浪
江
～
川
俣
）
の
途

中
は
、「
帰
還
困
難
区
域
」
で
あ
る
。
本

来
は
走
行
不
能
だ
が
、
特
別
に
バ
ス
は
一

一
四
号
を

─
一
回
下
車
し
て
線
量
を
測

定
す
る
。
当
然
な
が
ら
数
値
は
急
上
昇
。

道
路
沿
い
の
家
屋
や
森
林
も
放
置
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
実
は
こ
の
一
一
四
号
、
紅

葉
と
渓
流
の
素
晴
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

だ
っ
た
。
私
た
ち
は
紅
葉
を
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
た
が
、
地
元
福
島
の
人
た
ち
は
こ

の
効
用
を
鑑
賞
で
き
な
い
と
い
う
現
実
が
。

原
発
は
、
自
然
破
壊
・
生
活
破
壊
・
そ
し

て
人
生
を
変
え
た
の
だ
と
実
感
す
る
。

廃
棄
物
質
の
処
理
も
未
だ
、
解
決
さ
れ

て
い
な
い
。
目
途
も
立
っ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
帰
還
困
難
地
域
・
廃
棄
物
処
理

現
場
で
働
く
人
た
ち
や
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
の
健
康
障
害
、
こ
れ
か
ら
長
い
時
間

を
生
き
て
い
行
く
子
供
た
ち
の
今
後
の
こ

と
…
難
し
い
問
題
が
次
々
と
解
決
で
き
ず

に
山
積
み
し
続
い
て
い
る
。

一
方
、「
復
興
五
輪
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
女
川
再
稼
働
の
動
き

─
原
発
事
故
の

責
任
を
誰
も
取
ら
ず
原
発
を
や
め
な
い
日

本
。「
福
島
」
か
ら
な
ぜ
学
べ
な
い
の
だ

ろ
う
か
と
、
怒
り
を
覚
え
る
。
私
た
ち
は
、

「
福
島
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」「
福
島

か
ら
学
び
続
け
る
こ
と
」
と
改
め
て
思
う
。

本
企
画
に
よ
り
福
島
の
現
実
を
学
ぶ
機
会

を
得
た
こ
と
は
大
き
い
。
日
退
教
の
と
り

く
み
の
継
続
に
期
待
し
た
い
。

2
0
1
9
年
12
月
5
日
、
日
本

教
育
会
館
で
男
女
平
等
参
画
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
見
交
流
並

び
に
角
田
由
紀
子
弁
護
士
の
講
演

会
が
開
か
れ
た
。
角
田
由
紀
子
さ

ん
か
ら
衝
撃
的
事
実
が
話
さ
れ
た
。

2
0
1
9
年
3
月
12
日
、
福
岡

地
裁
久
留
米
支
部
は
準
強
姦
罪
で

無
罪
判
決
（
泥
酔
し
た
女
性
が
抵

抗
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、

加
害
者
が
無
理
や
り
行
為
を
行
っ

た
の
で
は
な
い
と
）。
3
月
26
日
、

名
古
屋
地
裁
岡
崎
支
部
が
く
だ
し

た
準
強
制
性
交
無
罪
（
実
父
が
19

歳
の
娘
に
行
っ
た
行
為
に
対
し

て
）。現在

日
本
の
刑
法
で
強
姦
罪
が

成
立
す
る
こ
と
は
希
だ
と
い
う
。

そ
の
理
由
は
、
1
9
0
7（
明
治

40
）年
成
立
の
刑
法
が
適
用
さ
れ

る
か
ら
だ
。
日
露
戦
争
当
時
は
、

家
父
長
制
度
を
守
る
考
え
で
あ
っ

た
。
現
社
会
の
倫
理
観
と
刑
法
と

は
か
け
離
れ
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
刑
法
で

は
現
在
も
男
性
加
害
者
有
利
が
当

た
り
前
な
の
だ
と
い
う
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
２

０
１
９
年
12
月
18
日
、
伊
藤
詩
織

さ
ん
が
民
事
裁
判
で
勝
訴
し
た
。

最
終
陳
述
（
抜
粋
）、「
長
い
裁
判

支
援
に
感
謝
し
ま
す
。
刑
事
で
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寿

司
屋
で
め
ま
い
が
し
て
、
記
憶
が

な
く
な
り
、
痛
み
で
目
が
覚
め
た

時
に
は
、
裸
で
レ
イ
プ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
…
略
…
私
は
被
害
を
訴

え
た
こ
と
で
、
バ
ッ
シ
ン
グ
に
遭

い
、
日
本
に
住
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
、

P
T
S
D
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
裁
判
が
真
実
を
明
ら
か
に
し

て
、
多
く
の
人
々
の
力
に
な
れ
ば

嬉
し
い
と
お
も
い
ま
す
」。

勝
訴
報
告
を
す
る
伊
藤
詩
織

さ
ん
の
顔
は
厳
し
い
表
情
で
あ
っ

た
。
勝
訴
し
て
も
な
お
、
性
被
害

者
に
対
す
る
偏
見
や
そ
し
り
が
横

行
す
る
。
私
は
、
人
と
し
て
の
尊

厳
を
守
る
立
場
に
立
つ
こ
と
で
し

か
、
伊
藤
詩
織
さ
ん
の
苦
し
み
に

向
き
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

「
女
性
が
働
き
続
け
る
と
経
済

効
率
が
上
が
る
」
事
実
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
I
L
O
は
1
9
0
号
条

約
の
批
准
を
日
本
に
求
め
て
い
る
。

私
は
何
も
か
も
儲
か
る
か
ら
の
理

論
で
世
の
中
が
動
い
て
い
る
と
は

思
わ
な
い
。
女
性
も
男
性
も
働
き

社
会
に
認
め
ら
れ
、
相
応
の
賃
金

を
受
け
取
る
。
当
た
り
前
の
こ
と

だ
。
日
本
で
は
女
性
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
男
性
よ
り
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
る
。
社
会
的
弱
者
を
つ
く

り
続
け
る
こ
の
社
会
で
、
私
に
で

き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

女
性
差
別
の
現
刑
法

�

埼
玉
退
教
　
川
村
ま
り
子

浪江駅にて

紹介紹介
大変わかりやすい内容です。
６人のうち、３人が日退教の会員です。
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６月12日（金）　組織代表者会議（隔年開催）

９月14日（月）　地公三単産、地公退高齢者集会

　　　　　　 　第 1回ブロック代表者会議

９月15日（火）　退職者連合高齢者集会
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10月 ９ 日（金）　第2６回組織活動交流集会
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（3） （2）

わ
た
し
は
3
年
続
け
て
の
参
加
で

あ
る
。
一
日
目
は
、
元
福
島
県
立
高

校
教
員
に
よ
り
講
演
、
夜
は
交
流
懇

談
会
。
二
日
目
は
、バ
ス
で
移
動（
川

俣
町
～
飯
館
村
～
南
相
馬
市
～
浪
江

町
）、
見
学
や
線
量
測
定
を
通
し
て

「
福
島
の
現
実
を
学
ぶ
」
フ
ィ
ー
ル

ド
ス
タ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。

被
災
し
て
8
年
目

被
災
地
に
は
、そ
れ
は
見
事
な「
箱

モ
ノ
」
が
さ
ら
に
増
え
続
け
て
い
た
。

し
か
し
、「
施
設
の
利
用
者
は
少
な

い
」「
働
く
人
も
少
な
い
」
と
聞
く
。

国
の
復
興
財
源
で
作
ら
れ
て
は
い
る

が
、“
維
持
可
能
だ
ろ
う
か
”
と
だ

れ
も
が
思
う
。

莫
大
な
予
算
で
新
た
な
学
校
と
し
て
開

校
し
た
「
な
み
え
創
成
小
・
中
学
校
」、

生
徒
数
は
十
六
名
だ
っ
た
（
小
学
生
十
四

名
、
中
学
生
二
名
）
被
災
地
に
は
小
さ
な

子
ど
も
が
少
な
い
、
犬
や
猫
も
見
な
い
。

参
加
者
か
ら
も
「
人
が
生
活
し
て
い
る
に

お
い
が
な
い
」「
無
機
質
な
風
が
流
れ
て

い
る
」
と
感
想
が
あ
っ
た
が
、
私
も
同
感
。

〈
空
き
家
〉も
多
い
が〈
新
築
の
家
屋
〉〈
コ

ン
ビ
ニ
は
増
え
て
い
る
。
帰
っ
て
き
た
い

が
帰
れ
な
い
人
、
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
人

…
住
民
も
分
断
さ
れ
て
い
る
。
各
々
に
複

雑
な
思
い
で
「
暮
ら
し
」
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。「
箱
モ

ノ
復
興
」
で
は
な
く
「
生
活
復
興
」
を
ど

う
す
る
か
な
の
に
…
。

県
道
一
一
四
号
（
浪
江
～
川
俣
）
の
途

中
は
、「
帰
還
困
難
区
域
」
で
あ
る
。
本

来
は
走
行
不
能
だ
が
、
特
別
に
バ
ス
は
一

一
四
号
を

─
一
回
下
車
し
て
線
量
を
測

定
す
る
。
当
然
な
が
ら
数
値
は
急
上
昇
。

道
路
沿
い
の
家
屋
や
森
林
も
放
置
さ
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
実
は
こ
の
一
一
四
号
、
紅

葉
と
渓
流
の
素
晴
ら
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

だ
っ
た
。
私
た
ち
は
紅
葉
を
楽
し
ま
せ
て

も
ら
っ
た
が
、
地
元
福
島
の
人
た
ち
は
こ

の
効
用
を
鑑
賞
で
き
な
い
と
い
う
現
実
が
。

原
発
は
、
自
然
破
壊
・
生
活
破
壊
・
そ
し

て
人
生
を
変
え
た
の
だ
と
実
感
す
る
。

廃
棄
物
質
の
処
理
も
未
だ
、
解
決
さ
れ

て
い
な
い
。
目
途
も
立
っ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
帰
還
困
難
地
域
・
廃
棄
物
処
理

現
場
で
働
く
人
た
ち
や
被
災
し
た
子
ど
も

た
ち
の
健
康
障
害
、
こ
れ
か
ら
長
い
時
間

を
生
き
て
い
行
く
子
供
た
ち
の
今
後
の
こ

と
…
難
し
い
問
題
が
次
々
と
解
決
で
き
ず

に
山
積
み
し
続
い
て
い
る
。

一
方
、「
復
興
五
輪
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
女
川
再
稼
働
の
動
き

─
原
発
事
故
の

責
任
を
誰
も
取
ら
ず
原
発
を
や
め
な
い
日

本
。「
福
島
」
か
ら
な
ぜ
学
べ
な
い
の
だ

ろ
う
か
と
、
怒
り
を
覚
え
る
。
私
た
ち
は
、

「
福
島
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」「
福
島

か
ら
学
び
続
け
る
こ
と
」
と
改
め
て
思
う
。

本
企
画
に
よ
り
福
島
の
現
実
を
学
ぶ
機
会

を
得
た
こ
と
は
大
き
い
。
日
退
教
の
と
り

く
み
の
継
続
に
期
待
し
た
い
。

2
0
1
9
年
12
月
5
日
、
日
本

教
育
会
館
で
男
女
平
等
参
画
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
意
見
交
流
並

び
に
角
田
由
紀
子
弁
護
士
の
講
演

会
が
開
か
れ
た
。
角
田
由
紀
子
さ

ん
か
ら
衝
撃
的
事
実
が
話
さ
れ
た
。

2
0
1
9
年
3
月
12
日
、
福
岡

地
裁
久
留
米
支
部
は
準
強
姦
罪
で

無
罪
判
決
（
泥
酔
し
た
女
性
が
抵

抗
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、

加
害
者
が
無
理
や
り
行
為
を
行
っ

た
の
で
は
な
い
と
）。
3
月
26
日
、

名
古
屋
地
裁
岡
崎
支
部
が
く
だ
し

た
準
強
制
性
交
無
罪
（
実
父
が
19

歳
の
娘
に
行
っ
た
行
為
に
対
し

て
）。現在

日
本
の
刑
法
で
強
姦
罪
が

成
立
す
る
こ
と
は
希
だ
と
い
う
。

そ
の
理
由
は
、
1
9
0
7（
明
治

40
）年
成
立
の
刑
法
が
適
用
さ
れ

る
か
ら
だ
。
日
露
戦
争
当
時
は
、

家
父
長
制
度
を
守
る
考
え
で
あ
っ

た
。
現
社
会
の
倫
理
観
と
刑
法
と

は
か
け
離
れ
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
刑
法
で

は
現
在
も
男
性
加
害
者
有
利
が
当

た
り
前
な
の
だ
と
い
う
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
２

０
１
９
年
12
月
18
日
、
伊
藤
詩
織

さ
ん
が
民
事
裁
判
で
勝
訴
し
た
。

最
終
陳
述
（
抜
粋
）、「
長
い
裁
判

支
援
に
感
謝
し
ま
す
。
刑
事
で
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
事
実
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
寿

司
屋
で
め
ま
い
が
し
て
、
記
憶
が

な
く
な
り
、
痛
み
で
目
が
覚
め
た

時
に
は
、
裸
で
レ
イ
プ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
…
略
…
私
は
被
害
を
訴

え
た
こ
と
で
、
バ
ッ
シ
ン
グ
に
遭

い
、
日
本
に
住
む
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
、

P
T
S
D
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
裁
判
が
真
実
を
明
ら
か
に
し

て
、
多
く
の
人
々
の
力
に
な
れ
ば

嬉
し
い
と
お
も
い
ま
す
」。

勝
訴
報
告
を
す
る
伊
藤
詩
織

さ
ん
の
顔
は
厳
し
い
表
情
で
あ
っ

た
。
勝
訴
し
て
も
な
お
、
性
被
害

者
に
対
す
る
偏
見
や
そ
し
り
が
横

行
す
る
。
私
は
、
人
と
し
て
の
尊

厳
を
守
る
立
場
に
立
つ
こ
と
で
し

か
、
伊
藤
詩
織
さ
ん
の
苦
し
み
に

向
き
合
う
こ
と
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

「
女
性
が
働
き
続
け
る
と
経
済

効
率
が
上
が
る
」
事
実
が
あ
る
。

だ
か
ら
、
I
L
O
は
1
9
0
号
条

約
の
批
准
を
日
本
に
求
め
て
い
る
。

私
は
何
も
か
も
儲
か
る
か
ら
の
理

論
で
世
の
中
が
動
い
て
い
る
と
は

思
わ
な
い
。
女
性
も
男
性
も
働
き

社
会
に
認
め
ら
れ
、
相
応
の
賃
金

を
受
け
取
る
。
当
た
り
前
の
こ
と

だ
。
日
本
で
は
女
性
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、
男
性
よ
り
不
利
な
立
場
に

置
か
れ
る
。
社
会
的
弱
者
を
つ
く

り
続
け
る
こ
の
社
会
で
、
私
に
で

き
る
こ
と
を
続
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

女
性
差
別
の
現
刑
法

�

埼
玉
退
教
　
川
村
ま
り
子

浪江駅にて

紹介紹介
大変わかりやすい内容です。
６人のうち、３人が日退教の会員です。
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風
出
版
　
1
、8
0
0
円
＋
税

日退教福島学習の旅に
参加して
都高教退　北村美佳

第４回

2020年度の主な日程

６ 月11日（木）　会計監査、第 1回役員会

６月12日（金）　組織代表者会議（隔年開催）

９月14日（月）　地公三単産、地公退高齢者集会

　　　　　　 　第 1回ブロック代表者会議

９月15日（火）　退職者連合高齢者集会

10月 ８ 日（木）　第27回五者学習会

10月 ９ 日（金）　第2６回組織活動交流集会
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年
金
額
の
改
定
は
、
物
価
変

動
率
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
が
と
も
に
プ
ラ
ス
で
、
物
価

変
動
率
が
名
目
手
取
り
賃
金
変

動
率
を
上
回
る
場
合
に
は
、
年

金
を
受
給
し
始
め
る
際
の
年
金

額
（
新
規
裁
定
年
金
）、
受
給

中
の
年
金
額
（
既
裁
定
年
金
）

と
も
に
名
目
手
取
り
賃
金
変
動

率
を
用
い
る
こ
と
が
法
律
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
令
和

2
年
度
の
年
金
額
の
改
定
は
、

年
金
額
改
定
に
用
い
る
物
価
変

動
率
（
0.5
％
）
が
名
目
手
取
り

賃
金
変
動
率
（
0.3
％
）
よ
り
も

高
い
た
め
、
新
規
裁
定
年
金
・

既
裁
定
年
金
と
も
に
名
目
手
取

り
賃
金
変
動
率
（
0.3
％
）
を
用

い
ま
す
。
さ
ら
に
令
和
2
年
度

は
、
名
目
手
取
り
賃
金
変
動
率

（
0.3
％
）
に
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
令
和
2
年
度
の
ス

ラ
イ
ド
調
整
率
（
▲
0.1
％
）
が

乗
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
改

定
率
は
0.2
％
と
な
り
ま
す
。

2
0
2
0
年
度
（
令
和
2
年
）
の
年
金
額
改
定
が
、

１
月
24
日
、厚
生
労
働
省
か
ら
公
表
さ
れ
ま
し
た
。（
以

下
厚
労
省
発
表
資
料
か
ら
）

総
務
省
か
ら
は
、
同
日
、「
2
0
1
9
年
平
均
の
全

国
消
費
者
物
価
指
数
」（
生
鮮
食
品
を
含
む
総
合
指
数
）

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
2
0
2
0
年
度
の
年
金
額
は
、
法

律
の
規
定
に
よ
り
。
2
0
1
9
度
額
か
ら
0.2
％
プ
ラ
ス

で
改
定
さ
れ
ま
す
。

【2020年度の新規裁定者（67歳以下）の年金額の例】

2019年度
（令和元年度）
（月額）

2020年度
（令和２年度）
（月額）

国民年金
（老齢基礎年金
（満額）：１人分）

65,008円 65,141円
（＋133円）

厚生年金
（夫婦２人分の
老齢基礎年金を含む
標準的な年金額）

220,266円 220,724円
（＋458円）

※�平均的な収入｛（平均標準報酬（賞与を含め月額換算）43.9
万円｝で40年間就業した場合に受け取り始める年金（老齢厚
生年金と２人分の｛老齢基礎年金（満額）｝の給付水準です

1
．
桜
を
見
れ
ば　

思
い
出
す

　
　

あ
の
迷
答
弁　

珍
答
弁

　
　

闇
の
中
に
隠
さ
れ
た

　
　

参
加
者
名
簿
に　

領
収
書

　
　

長
期
政
権　

蛆
が
湧
い
て
い
る

　
　

い
く
ら
誤
魔
化
し
て
も

　
　
　
　
　
　
　

ぼ
ろ
が
出
る
出
る

　
　

眼ま
な
こつ
ぶ
れ
ば　

思
い
出
す

　
　

腐
っ
た
鯛
の　

あ
の
発
言

2
．
春
が
来
れ
ば　

思
い
出
す

　
　

桜
見
る
会　

嫌
な
野
次

　
　

闇
の
中
に　

隠
さ
れ
た

　
　

森
友
問
題　

加
計
問
題

　
　

呆
れ
た
夫
人
と　

ニ
コ
ニ
コ
写
真

　
　

口
先
だ
け
の

　
　
　
　
　
　
　
　

謝
罪
仕
草

　
　

眼
つ
ぶ
れ
ば　

思
い
出
す

　
　

腐
っ
た
鯛
の　

あ
の
発
言

年金額の改定ルール

日
退
教
は
、
2
0
1
4
年
か
ら
東
ア
ジ
ア
海
外
研
修
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

第
2
回
以
降
は
、
朝
鮮
侵
略
学
習
や
旧
満
州
に
お
け
る

7
3
1
部
隊
・
平
頂
山
虐
殺
記
念
館
・
撫
順
監
獄
学
習
、

そ
し
て
日
露
戦
争
の
旅
順
・
二
〇
三
高
地
等
、
第
5
回
は

中
国
全
面
侵
略
の
盧
溝
橋
・
南
京
虐
殺
記
念
館
・
慰
安
所

旧
跡
陳
列
館
へ
、
2
0
1
9
年
は
三
・
一
独
立
運
動

1
0
0
周
年
記
念
の
旅
で
、
日
本
軍
に
よ
る
強
制
的
に
性

奴
隷
に
さ
れ
た
女
性
が
暮
ら
す
ナ
ヌ
ム
の
家
に
行
っ
て
証

言
を
聞
き
、
水
曜
集
会
に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
日
本
帝
国
主
義
は
、
南
京
占
領
後
、
中
国
政
府

の
内
陸
（
武
漢
、
重
慶
）
へ
の
移
転
を
追
い
か
け
ま
す
が
、

兵
站
が
間
に
合
わ
ず
、
つ
い
に
重
慶
を
空
爆
し
ま
す
。
当

初
、
武
器
庫
や
軍
の
施
設
の
空
爆
予
定
が
、
霧
も
多
い
た

め
無
差
別
空
爆
を
行
う
と
い
う
暴
挙
に
出
ま
し
た
。
重
慶

で
も
、
空
爆
に
よ
る
被
害
者
・
遺
族
が
裁
判
を
起
こ
し
て

い
ま
す
。

2
0
1
9
年
11
月
の
「
悠
悠
ラ
イ
フ
」
71
号
で
は
、「
重

慶
・
武
漢
へ
の
旅
」
で
募
集
し
ま
し
た
が
、
韓
国
の
旅
終

了
後
、
再
度
検
討
し
、
成
都
・
重
慶
に
変
更
し
て
実
施
し

ま
す
。
今
回
で
最
後
（
実
質
10
回
目
）
に
し
ま
す
が
、
こ

れ
ま
で
、
多
く
の
人
が
参
加
し
て
下
さ
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

募
集
定
員
：
45
名

費　
　

用
：
お
よ
そ
23
～
24
万
円

資
料
請
求
：
返
信
用
封
筒
（
A
4
三
つ
折
り

の
入
る
封
筒
に
84
円
切
手
添
付
）
を
入

れ
て
、
左
記
に
資
料
を
請
求
し
て
下
さ

い
。
正
式
な
申
込
用
紙
、
詳
し
い
日
程
、

見
学
場
所
の
概
要
を
送
り
ま
す
。

締
め
切
り
：
2
0
2
0
年
5
月
末

資
料
請
求
先
：

〒
1
0
1

−

0
0
0
3

千
代
田
区
一
ツ
橋
2

−

6

−

2　

日
本
教
育
会
館
5
F

日
退
教　

松
淵
昂　

宛

※�

な
お
、
武
漢
を
中
心
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
流
行
し
、
中
国
へ
の
航
空
機
も
欠

航
が
続
い
て
い
ま
す
。
再
開
し
て
も
、
便

数
が
通
常
よ
り
減
少
す
る
可
能
性
も
あ
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

�

す
で
に
、
募
集
定
員
の
半
数
以
上
の
申
込

が
あ
り
ま
す
が
、
新
し
く
申
し
込
ん
だ
人

に
も
、
6
月
に
は
、
費
用
も
含
め
て
具
体

的
に
連
絡
を
し
ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

◆編集後記◆
　国際的には、トランプのイラ
ン核合意の一方的な破棄から来
る中東での緊張、国際協調シン
ボルであったEUからの英の離
脱、東アジアでは、「一国二制度」
を巡る台湾・香港での緊張、韓
国との先の見えない対立。不寛
容で、自国ファースト主義的な
世界が蔓延している。
　国内では、安倍の影組織であ
る内閣府がエリート官僚（600
名）の人事権を掌握し、暗躍。
内閣官房の思いつき＝スローガ
ン政治の押し付けに対し、省庁
官僚は忖度し、思考停止し、そ
の結果、ボトムアップではあり
えない杜撰な立法がこの間横行。
つまり、思いつきの大学入試、
IR、外国人技能実習生、変形
労働時間制導入問題がそれであ
る。モリカケから続く、政治の
腐敗、私物化に対し、矜持を持っ
た一部官僚が、安倍の太鼓持ち
官僚をリークし、特捜部が膿を
切除せんと動きが始まってきた。
　だが、ウィルス騒動の中、検
察最高幹部の人事に脱法的手法
で介入し、この不正摘発の動き
を封じ込めようというアベノ
ウィルス攻撃を仕掛けている。
正に、「李下に冠を正す」政治
が跋扈しようとしている。そん
な中、世間では「嘘つきは安倍
の始まり」「答弁する安倍の前
にはウソ発見器が必要」である
と、巷間で噂に。また、政界再
編仕掛人の小沢一郎は「経済格
差もひどいが、正直さやまじめ
さが、喪失している。万死に値
する」と。我々も、この出鱈目
な、嘘八百の政治を倒す為に、
更に行動していきましょう。（N）
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「
春
の
思
い
出
」

江
間
章
子�

作
詞

中
田
喜
直�

作
曲

「
夏
の
思
い
出
」
の
替
え
歌

2020年度、年金額は0.2％プラス
「マクロ経済スライド▲0.1％　 ２年連続発動」 抗

日
戦
争
勝
利
記
念
碑

月　日 空港・都市・宿泊地 主な見学場所（変更の可能性あり）
2020年
10月20日

成田、関空から成都へ
成都（泊）

10月21日 終日成都、
成都（泊）

杜甫草堂、武候祠博物館、錦里古街散策
パンダ繁育基地、変面劇

10月22日 高速鉄道（成都➡重慶）
重慶（泊）

毛沢東・蒋介石会談場所、八路軍住居跡、
宋慶齢陳列館、革命記念館

10月23日 終日重慶
重慶（泊）

重慶空爆惨案旧跡、抗日戦争勝利記念解放碑、
日本語学習大学生との交流

10月24日 重慶から成田、関空へ

日本軍 重慶空爆80年記念
最後の特別企画

―成都・重慶への旅―
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